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    １、「日商簿記３級検定試験１００％合格目標無料講座」　概要
    　


　


「日商簿記３級検定試験100％合格目標無料講座」概要


 


 　


  　今回、ビジネスパーソンの方々をはじめとして、日商検定試験を


　　受検される方または受検しようと思っていらっしゃる方のために、


　「日商簿記３級検定試験１００％合格目標無料講座」を開設すること


　にいたしました。


　　　 


　(注)　この本では、すべての練習問題を掲載できませんので、


　　　練習問題は、以下のURLへアクセスを、お願い致します。


　　　　　　　http://www.geocities.jp/kateikessan/bokikenntei/bokikenntei.html


 


 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公認会計士・税理士・AFP　依田宣夫）


 


   


 　　　　　　　　　　　次回 第１３８回日商簿記３級検定試験


　　　　　　　　　　平成２６年１１月２６日（日）


 


 


第１３７回日商簿記３級検定試験


　　　　平成26年 6月8日(日)


　　　     受験者数・合格率


	

 




	

　　　第１37回


平成２６年6月8日（日）




	

　　　第１36回


平成２６年２月２３日（日）




	

　　　第１35回


平成２5年11月17（日）





	

     受験者数　




	

   101,574名




	

     99,368名




	

    119,736名





	

   実受験者数　




	

    78,726名




	

     75,049名 




	

      93,781名 





	

    合格者数




	

    37,824名




	

     30,690名 




	

      45,054名 





	

    合格率




	

      48.0％




	

     40.9%




	

      48.0%  






 


 


 


  出題の意図


　　http://www.kentei.ne.jp/bookkeeping/137-03ito.pdf　　　         　　　    


　解答速報
（ご参考）
　資格の大原　　　http://www.o-hara.ac.jp/sokuhou/boki/　
　LEC　　　　　　http://www.lec-jp.com/boki/juken/　　


 


　TAC　http://www.tacschool.co.jp/sokuhou/boki/nissho.html


　　　


　　第１３７回日商簿記３級 検定試験 出題の意図                  　 
[第１問] 
（出題の意図） 
　　３級の学習範囲内の取引についての仕訳問題であり、基本的な事項を理解し 
　　ていれば解ける問題です。解答に際しては、指定した勘定科目を使用すること 
　　が必要となります。 
　　１．当座借越の状態で当座預金へ預け入れたときの仕訳を問う問題です。次の
　　ことが理解できているかどうかがポイントになります。 
 　①他人振出しの小切手は、簿記上現金として扱う。 
 　②当座借越を全額返済し、残額が当座預金になる。 
　　２．収入印紙と郵便切手を購入した際の仕訳を問う問題です。郵便切手の購入
　　は通信費勘定（費用）で処理しますが、収入印紙の購入は税金の納付にあた
　　るので租税公課勘定（費用）で処理します。 
　　３．間接法で記帳している備品を売却したときの仕訳を問う問題です。次のこ
　　とを理解しているかどうかがポイントになります。 
 　①備品に関する勘定は、備品勘定と備品減価償却累計額勘定の２つである。 
 　②売却時点では、備品勘定の借方に取得原価、備品減価償却累計額勘定の 
　　貸方に減価償却費の累計額が記録されている。 
 　③売却したとき、備品勘定と備品減価償却累計額勘定をゼロにするため、 
　　それぞれの勘定の反対側に残額を記録するための仕訳を行う。 
 　④固定資産の売却にともなう売却代金の未収額は未収金勘定で処理する。 
　　４．先に受け取った得意先振出しの約束手形を銀行で割り引いた際の仕訳を 
　　問う問題です。 
　　５．仮受金の内容が明らかになったときの仕訳を問う問題です。次のことが理
　　解できているかどうかがポイントになります。 
 　①内容不明の入金は仮受金勘定で処理する。 
 　②仮受金の内容が明らかになったときは、仮受金勘定から該当する勘定に
　　振り替える。 
 　③得意先から受け取った手付金は前受金勘定で処理する。 
 
[第２問] 
（出題の意図） 
 　　本問は、総勘定元帳における統制勘定としての売掛金勘定と、補助元帳とし
　　ての得意先元帳(売掛金元帳)との関係について、理解しているかを問う問題です。売掛金　　勘定は、企業全体の売掛金の増減を記録していますが、顧客ごとの売掛金の金額を示していません。そこ　　　　　　　　で、顧客ごとの売掛金の内訳明細を記録するための補助簿（補助元帳）として設定されるのが得意先　　　元帳です。この得意先元帳を顧客ごとの与信管理に役立てる一方で、企業全体の状況は、統制勘
定である売掛金勘定を見れば把握することができるのです。 
　　ただし、本問では得意先元帳の記入よりも、その内容を読み取ることを重視
　　して、得意先元帳の記入内容を問題に示しています。そのうえで、どのような
　　取引が行われたのか理解し、それを売掛金勘定に記入し、勘定の締め切りを行
　　うところまでを出題しました。 
　　なお、出題にあたっては、金額を推定する箇所は一箇所も設けないように配
　　慮しました。 
 
[第３問] 
（出題の意図） 
 　　本問は、平成２６年４月３０日の残高試算表に同年５月中の取引を加減して、 
　　５月末日の残高試算表を完成させる問題です。 
 　　試算表の作成に関する問題としては基本的な問題です。集計ミスに気をつけ
　　ながら、スピード感をもって解答することがポイントになります。 
 　　５月中の取引については、次の取引に注意しましょう。 
 　　６日 前期に発生した売掛金が貸倒れになったときは、貸倒引当金を取り
　　崩します。 
 　　９日 所得税の源泉徴収額とは、従業員から預かった所得税のことであり、 
　　所得税預り金勘定で処理されています。 
 　　１４日 注文時に支払った手付金は前払金勘定（資産）の借方に記帳される
　　ので、手付金を相殺したときは、前払金勘定の貸方に記帳します。 
 　　３０日 店主個人の住居にかかわる支出は、事業とかかわりのない取引であ
　　るため、費用（支払家賃）として処理せずに、純資産（資本金）の
　　減少として処理します。 
 
[第４問] 
（出題の意図） 
 　　本問は、資金の借入れに伴い生じる利息の発生に関する問題です。勘定記入面
　　から取引の流れを読み取り、仕訳を推定します。勘定記入と仕訳の関係は一体
　　となって理解されている必要があります。よって、本問は勘定記入面から仕訳
　　を推定させることを目的に出題しました。 
　　勘定記入の中には「？」が数箇所ありますが、その推定にあたっては、時間の流れとともに必要とされる仕訳を考える必要があります。解答にあたっても、その流れを把握できるように、日付ごとに取引項目を示しました。正しい方法で学習されているならば、本問は容易に解けたと思います。本来は、時間の流れとともに発生する処理を自ら考えることが大切ですので、今後、問題と向き
合う際に心掛けてみてください。 
 
[第５問] 
（出題の意図） 
　　本問は、精算表の作成を通じ、決算整理から財務諸表の作成までの一連の流
　　れを理解しているかを問う問題です。過去の検定で出題されている形式と同じ
　　く、まず[未処理事項]の処理を行ったうえで、[決算整理事項]に移行します。
　　未処理事項は約束手形の決済と有価証券の売却の２つですが、約束手形の決済
　　に伴い売上債権の金額が減少しますので、決算整理において、貸倒引当金の繰
　　入額に影響を与えることになります。 
　　有形固定資産の減価償却については、残存価額がゼロの備品と取得原価の
　　10％の建物が存在します。平成 19 年度税制改正以後、残存価額をゼロとして減
　　価償却を行うことが認められるようになったことを受けたものですが、本問の
　　建物はそれ以前に取得していることが前提になっています。 
　　また、本問では引出金の期末における処理も問いました。期中において資本
　　の引出しがあり、引出金勘定を用いて処理していた場合には、決算整理事項と
　　して資本金勘定に振り替えることが必要になります。 
　　さらに、今回は、定期預金の利息の見越し計上も出題しました。収益の見越
　　しはこれまで毎回のように出題されていますが、定期預金の利息は初めて見る
　　問題でしょう。実際、すぐに支払う予定でない資金を定期預金として銀行に預
　　けているのが一般的ですので、このような決算整理は頻繁に生じることになり
　　ます。金利も実際の利率に近い年 0.3％で出題しましたが、今回は利息であるこ
　　とを考慮して、１年を 365 日とする日割計算で行うことにしました。 



                        　 


　　　　              













    １、「日商簿記３級検定試験１００％合格目標無料講座」　概要２
     


　　


	





 








　      


　「はじめに」　　　


 


　　 複式簿記は、ビジネスパーソンの常識です！　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


社会人になると、「会社では、せめて簿記３級程度の知識が必要だよ」と、


よく言われます。それは、会社の行為のすべてが簿記と関係しているからです。


会社は、複式簿記を利用して、毎年、財務諸表という決算書を作成し、多くの


利害関係者の人たちに開示しています。


 


会社が作る財務諸表という決算書には、ビジネスパーソンとして行動したこと


のすべてが、一年間の会社の事業報告書として、記載されています。


 


この決算書を作る考え方の基礎は、複式簿記です。複式簿記の考え方に基づいて


決算書が作られています。したがって、複式簿記の知識は、会社に関係してい


る人の「基本」であり、「常識」でもあると言えます。


 


今は、複式簿記の知識がなくても、パソコンの助けを借りて伝票を入力すれば、


あとは帳簿の作成から決算書まですべてプリントアウトしてくれます。また、よ


り詳しい経営に関する分析資料も出力することが出来ます。


 


　　しかし、こんなに便利になったことで問題も起こりました。せっかく揃った決


　　算書や経営の分析資料を十分に使いこなせなくて困っているビジネスパーソン


　　が増えているのです。


 


　そして、その多くの人が、もし、複式簿記の知識を持っていたら、これらの資


料を十分に使いこなすことが出来るのにと、残念に思っているのです。


 


大事なことは、それだけではありません。複式簿記がわかっている、わからない


ということで、仕事の上で評価が左右されます。複式簿記の知識を持っているこ


とは、それだけ価値があることなのです。


 


複雑化した経済社会の中で、ビジネスパーソンにとって、いまほど簿記的なセン


スが必要とされる時代はないのです。　


　　（ 拙著：ビジネスパーソンの常識・複式簿記が分かる「イブと花子」の簿記物語より）


 　　


　　日商簿記３級検定試験では、「複式簿記の仕組み」の理解と「仕訳」がもっとも重要です。


　　「複式簿記の仕組み」と「仕訳」が分かれば、試験合格のスタートラインに立てます。後は、


　　集計などの計算力になります。


 


　　この講座は、日商簿記３級検定試験問題の「仕訳」ができるレベルになるように、


　　作られています。


　　この講座の内容は、「複式簿記の仕組み」と「仕訳問題」で構成されています。


 


   １、「複式簿記の仕組み」について


　　　　　　「試験問題を解く前に・・複式簿記の仕組み」


　　　　　　（ 拙著：ビジネスパーソンの常識・複式簿記が分かる「イブと花子」の簿記物語より）


　２、仕訳問題


  　１、試算表作成のための仕訳問題 　「試算表作成のための仕訳問題」


 　 ２、精算表作成のための仕訳問題　 「精算表作成のための仕訳問題」


 　 ３、帳簿に関する仕訳問題 　　　　　　「帳簿に関する仕訳問題」


　　４、伝票に関する仕訳問題　　   　　  「伝票に関する仕訳問題」　　


　　５、仕訳問題　　　　　　　　　　　　　　　「 仕訳問題演習 」


 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　仕訳問題は、それぞれ（１）イメージ仕訳の基本練習、（２）イメージ仕訳の解答、


　　（３）試験用練習問題、（４）試験用練習問題解答のステップに分けてあります。



「第２問　帳簿に関する問題」に（８）商品有高帳を追加しました。

http://www.geocities.jp/kateikessan/bokikenntei/bokikenntei7.html

　　 「第３問　試算表　出題形式参考」を追加しました。
　　http://www.geocities.jp/kateikessan/bokikenntei/bokikenntei11-5-1.html

　「第５問　精算表　出題形式参考」を追加しました。
http://www.geocities.jp/kateikessan/bokikenntei/bokikenntei13-2-4.html

　　「簿記３級と簿記１級・２級の報告書の違い」を追加しました。

http://www.geocities.jp/kateikessan/bokikenntei/bokikenntei10-1.html


 　　これから、日商簿記３級を受検される方、また、　受検しようと思っていらっしゃる方は、


　　ぜひ、この「日商簿記３級１００％合格目標講座」を、受講してみてください。


　


 　　日商簿記３級の概要は以下のとおりです。


　（参照）


　　　　商工会議所の検定試験　http://www.kentei.ne.jp/


　　　　東京商工会議所検定試験情報　http://www.kentei.org/boki/


 


  「 簿記とは」


 


　　簿記は、企業規模の大小や業種、業態を問わずに、日々の経営活動を記録・計算


　　・整理して、経営成績と財政状態を明らかにする技能です。


 


　　簿記を理解することによって、企業の経理事務に必要な会計知識だけではなく、財


　　務諸表を読む力、基礎的な経営管理や分析力が身につきます。また、ビジネスの


　　基本であるコスト感覚も身につきますので、コストを意識した仕事ができるとともに、


　　取引先の経営状況を把握できるために、経理担当者だけではなく、全ての社会人


　　に役立ちます。さらに、公認会計士や税理士等の国家資格を目指す方や他の資格


　　・検定と組み合わせてキャリアアップを考えている方々にも必須の資格といえます。


 


　　現在、多くの企業が社員に対して簿記検定の資格取得を奨励しているほか、大学や


　　短大の推薦入試、単位認定の基準に採用されていることなどから、年間で約６０万人


　　の方々が受験する「日商簿記」として社会的に高い信頼と評価を得ています。このよう


　　な実績を踏まえ、先ごろは、若年者の就職を支援する厚生労働省の「ＹＥＳプログラム」


　　において、企業が採用にあたって重視している就職基礎能力の１つである「資格取得」


　　に選定されたところです。


 


　　　試験終了後には毎回、その問題を出題した意図や共通して誤りの多かった事例など


　　を公表していますので、学習のための参考資料として活用し、検定試験にチャレンジし


　　てください。特に最近の受験者をみると、予想以上に過去の問題の出題パターンをな


　　ぞった学習に終始している傾向がありますので、過去の出題内容ばかりでなく、出題区


　　分表の範囲全般にわたって学習するとともに、新しい会計基準等についての勉強が望


　　まれます。


 


 　「 このような方々の役に立ちます」


	企業の経理・会計担当者


	利益率を重視する営業担当者


	コスト管理を求められる管理者


	取引先企業の経営状態を把握したい人


	公認会計士や税理士等の国家資格をめざす人


	税務申告を自分で行いたい人


	有価証券報告書等を分析して資産運用を図りたい人



     「 このような効果が期待できます」


	自社の長所や短所を分析できる


	費用や収益率を意識するようになる


	取引先企業の経営状況を把握できる


	正しく帳簿をつけられる



	 

	 



 


　日商簿記とは？


 


	　経理事務と経営状況を把握する基礎技能は社会人として必須


	

　簿記の知識は、経理事務や、財務会計部門に限らず、現在や将来の利益を計る財


　務諸表や企業会計の法規を理解し、経営管理・経営分析を行うための基礎技能で


　す。
　この技能の修得により、事業収支の分析や企画書の作成などさまざまなビジネスシ


　ーンで活用できます。多くの企業が採用や人事異動の判断に活用したり、自己啓発


　として取得を奨励しています。









	 

	 



 


　各級の基準


 


	　3級


	

　　財務担当者に必須の基本知識が身につき、商店、中小企業の経理事務に役立つ。


　　経理関連書類の読み取りができ、取引先企業の経営状況を数字から理解できるよ


　　うになる。営業、管理部門に必要な知識として評価する企業が増えている。






　　


　　


	級

	　　試験科目

	　　制限時間

	　　合格基準


	3級

	　　商業簿記5題以内

	　　　2時間

	　　70％以上



 


　　受験料


　　　２，５００円（税込）


    日商簿記３級検定試験状況　


             ３級


	回	受験者数	実受験者数	合格者数	合格率
	136(H26.2.23)

	99,368名

	75,049名

	30,690名

	40.9％


	135(H25.11.17)

	119,736名

	93,781名

	45,045名

	48.0％


	134(H25.6.9)

	110,190名

	85,585名

	29,025名

	33.9％


	133(H25.2.24)

	109,473名

	84,846名

	33,513名

	39.5％


	132(H24.11.18)

	122,458名

	95,847名

	30,622名

	31.9％


	131(H24.6.10)

	107,370名

	83,409名

	34,294名

	41.1％


	130(H24.2.26)

	107,326名

	80,887名

	39,693名

	49.1％


	129(H23.11.20)

	135,400名

	105,106名

	52,326名

	49.8％


	128（H23.6.12）

	118,775名

	93,091名

	34,075名

	36.6％


	127（H23.2.27)

	119,975名

	91,077名

	27,970名

	30.7％


	126（H22.11.21）

	148,942名

	117,180名

	52,133名

	44.5％


	125(H22.6.13)

	144,480名

	113,269名

	31,592名

	27.9％


	124(Ｈ22.2.28)

	126,236名

	95,092名

	17,906名

	18.8％


	123(H21.11.15)

	140,245名

	108,429名

	53,728名

	49.6%


	122（H21.6.14）

	136,981名

	107,000名

	44,087名

	41.2%


	121(H21.2.22)

	122,283名

	93,453名

	52,779名

	56.5％


	120(H20.11.16)

	135,515名

	103,333名

	41,509名

	40.2％


	119(H20.6.8)

	118,477名

	91,522名

	26,985名

	29.5％


	118(H20.2.24)

	109,806名

	83,112名

	31,749名

	38.2％


	117(H19.11.18)

	123,253名

	95,895名

	29,934名

	31.2％


	116(H19.6.10)

	110,289名

	85,872名

	36,501名

	42.5％


	115(H19.2.25)

	98,237名

	74,059名

	26,083名

	35.2％


	114(H18.11.19)

	121,465名

	93,890名

	42,428名

	45.2％


	113(H18.6.11)

	102,086名

	78,640名

	27,529名

	35.0％


	112(H18.2.26)

	105,635名

	80,570名

	37,407名

	46.4％


	111(H17.11.20)

	115,391名

	89,482名

	19,574名

	21.9％


	110(H17.6.12)

	101,274名

	79,825名

	46,520名

	58.3％


	109(H17.2.27)

	92,676名

	70,262名

	22,355名

	31.8％


	108(H16.11.21)

	118,961名

	94,581名

	40,361名

	42.7％


	107(H16.6.13)

	99,529名

	79,163名

	10,820名

	13.7％


	106(H16.2.22)

	90,407名

	72,277名

	35,765名

	49.5％


	105(H15.11.16)

	111,952名

	90,469名

	37,025名

	40.9％


	104(H15.6.8)

	102,865名

	84,309名

	25,299名

	30.0％


	103(H15.2.23)

	90,269名

	72,508名

	20,183名

	27.8％


	102(H14.11.17)

	106,413名

	85,612名

	27,787名

	32.5％


	101(H14.6.9)

	95,522名

	77,664名

	41,916名

	54.0％



 


 　（参考）日商簿記３級検定試験日程表


	

　　　　　第１３７回




	　　平成26年 6月8日(日)


	

　　　　　第１３８回




	

　　平成26年 １１月１６日(日)





	

　　　　　第１３９回




	

　　平成2７年 ２月２２日(日)






  


          






 


 


 













    ２、ビジネスパーソンに必要な複式簿記の知識
     


現在、複式簿記の検定試験には、学生を含めて毎年数十万人の人が受験しているといわれています。また、社会人となると、「会社では、せめて複式簿記３級程度の知識が必要だよ」と、よく言われます。それは、会社のすべての行為が、複式簿記と関係しているからです。


 


たとえば、会社の車を使って、ガソリン代１万円を現金で支払った場合には、損益計算書に費用科目として車両関係費１万円を計上し、貸借対照表に資産科目の現金１万円を計上（減少）します。


 


また、得意先から注文がとれ、商品５０万円を掛けで売った場合には、損益計算書に収益科目として売上５０万円を計上し、貸借対照表に資産科目として、売掛金５０万円を計上します。


 　同時に、キャッシュフロー計算書の現金は、１万円減少し、売掛金５０万円は、代金が回収されるまでは、キャッシュの入金は０円となります。


 


車両関係費と現金、売上と売掛金というように、科目を通じて３つの決算書はそれぞれつながっています。ですから、会社の経営状況を見極めるには科目の処理方法を、正しく認識する必要があります。


 


この科目の処理方法を複式簿記では「仕訳」と言っています。したがって、仕訳が分かれば決算書が読めるといえます。


 


　現在、伝票入力さえすれば、複式簿記の知識がなくても、パソコンの助けを借りてすべて計算をしてくれ、帳簿から決算書までプリントアウトしてくれます。また、より詳しい経営に関する分析資料も出力することが出来ます。


 


 しかし、伝票入力をするときの科目の処理方法（仕訳）を知らないために、せっかく揃った決算書や経営の分析資料を十分に使いこなせない人が増えているのも事実です。複式簿記の科目の処理方法（仕訳）の知識がなければ、これらの資料を充分に使いこなすことは出来ません。まさに、「仕訳」が分からなければ、決算書を読むことはできません。


 


「仕訳」とは、取引を記録する方法のことで、通常、複式簿記では左側を「借方」・右側を「貸方」と言う簿記用語を使って仕訳をしています。


 


例えば、ガソリン代１万円を現金で支払った場合には、次のように仕訳されます。





 





	

　　　　借　方（左　側）


	

　　　　貸　　方（右　側）

	

車両関係費　　　１０,０００円　


	

　　　現　金　　　　１０,０００円





 


 


 


複式簿記は、会社のすべての取引を、原因と結果という２つの側面から把握していくものです。


給料を現金で支払った場合には給料という費用科目が発生しますが、一方で同じ額だけ現金が減少します。


この原因と結果という２つの側面を記録し、集計し、決算のときに貸借対照表と損益計算書に分けて作成するシステムが、複式簿記のシステムです。複式簿記によって作成された貸借対照表は、企業の財政状態を示し、損益計算書は、企業の１年間の経営成績を示すものです。


 


あなたが、もし、営業マンとして得意先を回り、自社の商品を販売するために、会社を一歩出たとします。会社から得意先まで会社の車を使用したとすると、ガソリン代は車両関係費、車の減耗は減価償却費、商品の注文が取れたときは注文請書を書きますが、その用紙は消耗品費、とあなたの行為はすべて会社の行為であり、すべて複式簿記と関係してくるのです。


 


　そして、得意先から注文がとれ、商品を納品して納品書を発行し、売上伝票で売上を計上する場合でも、売上代金の回収方法が、現金の場合は、現金売上、月末締めの翌月末払いの場合には、売掛金売上になります。これらの処理もすべて複式簿記と関係しているわけです。


 


このように、ビジネスパーソンとして行動していることのすべてが、複式簿記と関係しているのです。


そこで、複式簿記の基本的な考え方が分かっていないと、何故このような処理をするのか、また、正しい処理はどうすればよいのか、判断することはできません。


 


　そして１年後には、ビジネスパーソンとして行動したことのすべては、会社の決算で、１年間の事業活動の報告書として、決算書（報告書）が作成され、利害関係者の人たちに開示されます。


 


この報告書（決算書）を会社では、財務諸表といい、貸借対照表と損益計算書から構成されています。（キャッシュフロー計算書を含めることもある）


 


この貸借対照表の項目（資産、負債、資本）の増減と損益計算書の項目（収益、費用）の発生、消滅について記録、集計する記帳システムが複式簿記なのです。


 


このように見てくると、複式簿記の知識は、会社に関係している人の「基本」であり、また、「常識」であると言えます。


もし、複式簿記を勉強したことがないとか、良く理解できていないという人がいらしたら、是非、複式簿記の知識を身につけて欲しいと思います。



 

 


 













    ３． 家庭と会社の関係
     





会社の財産の状況や損益を明らかにするための報告書を、「財務諸表」と言います。財務諸表は２つの表からできています。その１つは貸借対照表で、もう１つは損益計算書で、貸借対照表は会社の財産の状況を明らかにし、損益計算書は会社の一年間の経営成績を明らかにします。


貸借対照表と損益計算書の２つが一体となって財務諸表は構成されており、どちらか一方が欠けると会社の経営には役立ちません。


 


一方、家庭の財産の状況や消費損益を明らかにするための報告書を、「家庭決算書」と言います。


家庭決算書は２つの表からできています。その１つは財産対照表で、もう１つは消費損益計算書で、財産対照表は家庭の財産の状況を明らかにし、消費損益計算書は家庭の消費損益を明らかにします。


財産対照表と消費損益計算書の２つが一体となって家庭決算書は構成されており、どちらか一方が欠けると家庭の経営には役立ちません。


 


財務諸表は、１年に１度、「商業簿記・工業簿記」によって決算をして作ります。


そして、この財務諸表は一年で終わることなく、今年終えた貸借対照表の結果をそのまま翌年へ繰り越して（つなげて）いきます。さらに翌年、会社の経営活動を記録していくことで、再来年またその次の年へとつなげていくことになります。


 


家庭決算書は、１年に１度、「家庭簿記」（家庭用複式簿記）によって決算をして作ります。


そして、この家庭決算書は一年で終わることなく、今年終えた財産対照表の結果をそのまま翌年へ繰り越して（つなげて）いきます。さらに翌年、家庭の消費活動を記録していくことで、再来年またその次の年へとつなげていくことができます。


私たちの家庭生活は一年で終わりではありません。これから先、何年、何十年という長い家庭生活を送るわけです。そのなかで、自分たちの家庭生活がどのように変化したのか、その歴史を記録しておくことは有意義なことです。


それは自分たちの財産の歴史が継続的に記録されるのと同時に、自分たちの家庭の歴史も継続的に記録されることにつながるのです。


 


いままで複式簿記は、主に会社などの経理を担当する人が勉強すればよいと考えられてきました。複式簿記の検定試験や税理士・公認会計士の試験に合格し、就職などに有利になるということで、複式簿記の勉強をするものだと考えられてきました。


このような複式簿記は、商業簿記や工業簿記と呼ばれています。


 


商業簿記・工業簿記と家庭簿記（家庭用複式簿記）とは、どう違うのでしょうか。


その主な違いは、次のような点にあります。


 


商業簿記・工業簿記では、仕訳に借方（かりかた）、貸方（かしかた）という用語を使っていますが、家庭簿記では、仕訳に左方（ひだりかた）、右方（みぎかた）と言う用語を使っています。


商業簿記・工業簿記で作られる報告書を財務諸表と言い、貸借対照表と損益計算書から構成されています。


 


一方、家庭簿記で作られる報告書を家庭決算書と言い、財産対照表と消費損益計算書から構成されています。


 


また、会計とは、特定の経済主体の構成員が営む経済活動およびこれに関する経済的事象を、主として貨幣額で測定し、記録し、かつ伝達する行為であり、その目的、内容は、経済主体の構成員の意思や要求によって決まるものだと言われています。


 


商業簿記・工業簿記の経済主体である会社の目的は利益にありますが、家庭簿記の経済主体である給与所得者の目的は消費満足にあります。


 


そこで、家庭の経済主体である給与所得者と会社（法人）という経済主体との関係について見てみると、次のようになります。


 


　　　　　　　　　　　　　　　「家庭と会社の関係」


 




	

　


	

家　　庭


	

　 会　　社

	

 


複式簿記


 


	

　


家　庭　簿　記


（家庭用複式簿記）


 


	

　商　業　簿　記


　工　業　簿　記

	

仕訳の用語


	

左方（ひだりかた）


 


右方（みぎかた）


	

借方（かりかた）


 


貸方（かしかた）

	

　報　告　書


　（決算書）


	

家庭決算書


（財産対照表・


　消費損益計算書）


	

財　務　諸　表


（貸借対照表・ 


　　　損益計算書）

	

　　目　　的


	

　消　費　満　足


	

　　利　　　益

	

　　会　　計


	

　給　与　会　計


	

　企　業　会　計

	

　　対　　象


	

　給　与　所得者　


	

株式会社・合資会社


合名会社・合同会社





 





　会社だけでなく家庭でも、決算書を使って経営分析をし、経営に対する評価や


反省をして、今後のあり方を考え、将来の計画を作成していくことが必要です。
したがって、この決算書の基本である複式簿記の知識は、会社や家庭経営にた


ずさわる人の常識と言えます。
　複式簿記を知らずに、正確な会社や家庭の経営分析や利益計画などは、できる


わけがないと言っても、言い過ぎではないでしょう。このように、決算書と複式簿記は密接不可分の関係にあるのです。


 


 













    ４、家庭簿記（家庭用複式簿記）
     


　　


　私たちは、家庭生活をしていると、日々、必ずお金やものの出入りがあり


ます。家庭生活におけるお金やものの出入りが、家庭の財産にどのような影響


を与えるかということを理解していると、例えば、代金の支払方法によって、


家庭の財産に与える結果がどんなに違うかを予測することができます。


 


　従来、お金やものの出入りを記録するための方法として、お小遣い帳や家計


簿が利用されてきましたが、経済が発達し、現金だけでなくカードによる取引


とかインターネットによる取引など取引が複雑になった現在、今までのような、


お小遣い帳や家計簿では対応が難しくなってしまいました。


 





　そこで、この変化に対応したお金やものの出入りを記録するための方法と


　して、「家庭簿記」を考えました。


　「家庭簿記」とは「家庭用複式簿記」のことで、複式簿記の考え方を、


　家庭で、楽に、有効に使えるようにしたものです。


 


　　では、なぜ、いま、「家庭に複式簿記」が必要なのでしょうか？


　それは、複式簿記が人間の経験と知恵によって作られた最高傑作のひとつ


　であり、いまこそ、家庭において複式簿記を大いに活用して、幸せをつかむ


　べき時代だからです。


 


　複式簿記というと、難しいと思うかもしれませんが、複式簿記は、決して、


難しくありません。


　例えば、スーパーの食品売り場で、今晩のおかずにお肉と野菜を買って、


その代金として現金１,０００円を支払ったとします。通常、私たちは、この


買い物を、現金１,０００円を使ったので、現金が１,０００円減ったということ


だけで済ませてしまいます。


 


　しかし、複式簿記では、この買い物を二つの面から考えます。第一に、


お肉と野菜を入手したという一面と、次に、現金が減少したという一面と


いう二つの面に分けて考えます。


 


　すなわち、


（１）肉と野菜が、１,０００円分増加した


（２）現金が、１,０００円減少した


　というように２つの面に分けて考えるのです。


 


つぎに、この２つの面を、家庭簿記では、複式簿記の約束ごとに従って、


次のように表します。


 








	

　　　　左　方（ひだりかた）


	

　　　　右　方（みぎかた）

	

肉と野菜（食料費）　　１,０００円　


	

　　　現　金　　　　１,０００円








 


 


 


　　また、この場合、はじめに、全財産が、現金だけで５,０００円だった


   とすると、きょう、お肉と野菜に１,０００円使ったので、全財産は、


   ４,０００円になります。


 













    ４、家庭簿記（家庭用複式簿記）２
    　


では、この取引で、あなたの財産にどのような変化があったのでしょうか。


これを家庭簿記では、次のように表示します。


「はじめの財産対照表」　　　


 


	

左方（ひだりかた）




	

右方（みぎかた）





	

資　産（現　金）　　５,０００円




	

負　債　　　　　　　０円





	

 




	

正味財産　　　５,０００円






 


 


 


 


 


 「今日の取引」


 


	

　　　　左　方（ひだりかた）




	

　　　　右　方（みぎかた）





	

肉と野菜（食料費）　　１,０００円　




	

　　　現　金　　　　１,０００円






 


 


 


 


「今日の財産対照表」　　　


 


 


	

左　　方（ひだりかた）




	

右　　方（みぎかた）





	

資　産（現　金）　　４,０００円




	

負　債　　　　　　　０円





	

 




	

正味財産　　　４,０００円＊






 


 


 


 


 「今日の消費損益計算書」


 


 


	

左　　方（ひだりかた）




	

右　　方（みぎかた）





	

消　　　　費　　１,０００円




	

収　　入　　　　　　　　０円





	

当期消費損益　　　－１,０００円




	

 






 


 


 


 


 　　　＊　正味財産（５０００円―当期消費損益１０００円＝４０００円）


 


 


このように、家庭簿記を使って、家庭生活におけるお金やものの出入りを記録して、家庭の財産の状況や消費損益を明らかにするための報告書（家庭決算書）を作れば、財産が増えたのか減ったのか良く分かり、もっと財産を増やすためには、そして、将来の夢を実現するためには、どこをどうやって工夫すればよいのかという、計画を立てるのに役立ちます。


また、家庭簿記を使えば、家庭の財産と損益の状況を表す報告書（家庭決算書）がどのようにして作られるか、その方法を容易に理解できます。そして、家庭経営でこの家庭決算書を有効に利用することができるようになります。


 


（参考）


家庭用複式簿記を使った２０１４年版新・家庭経営ソフト「家庭決算書 」が、


(株）ベクターで発売されています。


是非、ご利用下さい。


１ヶ月の無料試用期間があります。


    


 




	ソフト名：

	2014年版新・家庭経営ソフト「家庭決算書」


	動作OS：

	Windows 8/7/XP


	機種：

	IBM-PC　


	種類：

	製品：試用可：5,040円


	作者：

	(有)家計会計協会 





2014年版新・家庭経営ソフト「家庭決算書」のダウンロードページへ


Windows 8での動作報告
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 家庭用複式簿記で経営に役立つ会計情報を提供するソフト


 


	[image: ２０１４年版新・家庭経営ソフト「家庭決算書」]

	

	


商品番号




	
SR343680  [image: new]


	

商品名




	

２０１４年版新・家庭経営ソフト「家庭決算書」





	

商品区分




	ダウンロードソフト


	

販売価格 




	5,040円(税込)


	

メーカー 




	有限会社 家計会計協会


	
　お支払手続き完了後ライセンスキーをお送りします
　　※下記の商品情報を必ずご確認の上、ご注文ください。
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	[image: ２０１４年版新・家庭経営ソフト「家庭決算書」をカートで購入する]
[カートで購入する] 
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